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教員の質の向上について

TALIS2013の結果から
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公的な教員評価の結果の活用(TALIS2013の結果から)

〔公的な評価とは:教員の仕事を校長等が審査することであり、公式な手法によるもの 〕

.TALlS参加国では、ほとんどの教員が公的な評価を受けている。

公的な教員評価を受けたことがない教員 TALIS平均7.4%日本3.89毛
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-ほとんどの教員について、評価結
果が授業改善に活用されている。

・職務責任の変更や昇進見込みに
影響がある教員は他に比べると少な
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※教員評価の結果を受けて各項目

に」行われていると回答した校長
割合
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教員へのフィードパックが与える効果(TALIS2013の結果から)
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フィードバック:授業観察や、指導計画や生徒の成績に関する議論などを通じて、教員の指導状
況について様々な関係者との聞で行われるあらゆるコミュニケーションで、あり、非公式なものと
公式なもののいずれも含まれる

.TALlSの全参加国では、多くの教員がフィードバックを受けている。
勤務校で、フィードパックを受けたことがない教員 TALIS平均12.5% 日本~6.3%
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※各項目に良い変化を「ある程度Jr大きく」もたらしていると回
答した教員の割合。 Source: TALlS2013 Table5.7 

-多くの教員の指導実践や意欲に好影
響を与えている

<日本の特徴>

校内研修、教員聞の授業研究等が広く

行われており、多様な供給源からフィード

バックを受けている

授業見学を行ったことがある員

TALlS平均55%呂志r9496
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評価・フィードパックの制度に対する教員の認識
(TALIS2013の結果から)

|教員の認識|

大部分が管理上の要求を満た 最も良く仕事をしている教員が最も

すために行われる 認められている(報酬、研修)

軍当てはまる・非常に
良く当てはまる

-当てはまらない・全く
当てはまらない

(TALlS平均)

|仕事への満足度との関係|

(TALlS平均)

軍当てはまる・非常に
良く当てはまる

-当てはまらない・全
く当てはまらない

・全参加国において、「評価やフィードバックの仕組みは大部分が管理上の
要求を満たすために行われる』と回答した教員ほど、仕事への満足度が低
位傾向にある(TALlS2013Table7.13) 

ーラ評価・フィードバックの制度の効果を教員が実感で、きるようにすること
により、教員の満足度や意欲を高めることができる可能性 4 



 

 
 

 
•

PDCA

 
•

 
•  

 
 5 



 
 

 
 

  
 

 
 

 

  

   

   

   

   

   
  

 2016 5 14
 

 

6 



評価やフィ-/~ックの制度と教員の資質向上

教員の職能成長や意欲の向上を促すために、評価や
フィードノミック制度をどのように活用できるか

-評価やフィードバックを教員の昇進により強く関
連づけるためにどうするか。それが教員の意欲
や業績の向上にどう役立つか。

・評価やフィードバックの結果を職能開発計画に
活用するためにどのような効果的な選択股があ
るか など
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